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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期

第１四半期
連結累計期間

第41期
第１四半期
連結累計期間

第40期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年６月30日

自平成30年４月１日
至平成30年６月30日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （千円） 9,849,716 11,271,841 45,497,329

経常利益 （千円） 185,095 326,063 1,610,967

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 100,281 211,086 1,073,899

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 101,613 219,619 1,056,075

純資産額 （千円） 18,128,040 18,993,185 18,918,077

総資産額 （千円） 26,685,169 27,931,634 27,147,675

１株当たり四半期(当期)純利益 （円） 9.15 19.27 98.01

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 67.9 68.0 69.7

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

     ２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指標

等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で

前連結会計年度との比較・分析を行っております。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

＜経営成績＞

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出、生産活動に加え、個人消費も持ち直し傾向にあります

が、原材料価格の上昇や貿易摩擦問題、深刻化する人手不足への懸念など、先行きは不透明な状況となっておりま

す。

　このような環境の中、当社グループは、収益力の回復・強化を目指し、昨年出店した梅田店、名駅店等を中心と

した既存店の買取・販売強化を図るとともに、業者向けオークションビジネスの拡大に取り組みました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は11,271百万円（前年同四半期比

14.4％増）、営業利益は329百万円（同90.3％増 ）、経常利益は326百万円（同 76.2％増）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は211百万円（同 110.4％増）となりました。

 

 セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 ① ブランド・ファッション事業

　ブランド・ファッション事業では、前期、名古屋駅前に大型店の「KOMEHYO 名駅店」（約1,320㎡）を出店した

ことから、同エリアの効率化を図るため、近隣地下の小型店「KOMEHYO 名駅サンロード店」（約90㎡）を退店いた

しました。

　この結果、当第１四半期連結会計期間末の店舗数は、株式会社コメ兵は「KOMEHYO」18店舗、「KOMEHYO買取セン

ター」７店舗、「LINK SMILE」５店舗、「USED MARKET」３店舗、株式会社イヴコーポレーションは「WORM

TOKYO」１店舗となりました。

　中古品仕入高につきましては、前年の新規出店や積極的な買取促進施策が奏功し、個人買取が概ね順調に推移し

たことから、個人買取仕入高は5,198百万円(前年同四半期比13.7％増）となりました。

　売上高につきましては、前年出店した大型店や、各種セール等の販売促進施策もあり好調に推移いたしました。

　営業利益につきましては、主に売上高の増収により、増益となりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の当セグメント売上高は10,374百万円（前年同四半期比17.5％増）、営

業利益は343百万円（同 118.3％増）となりました。

 

② タイヤ・ホイール事業

　タイヤ・ホイール事業の当第１四半期連結会計期間末の店舗数は、15店舗であります。

　当第１四半期連結累計期間は、「Craft」２店舗を中古専門店「U-ICHIBAN」に転換するなど、WEBもからめた中

古品の取扱い強化に努めましたが、値上げ前特需があった前年同期間と比較しタイヤ販売が減少したことなどか

ら、前年同四半期に比べ減収減益となりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の当セグメント売上高は879百万円(前年同四半期比11.9％減）、営業損

失は23百万円（前年同四半期は１百万円の営業利益）となりました。

 

③ その他の事業

　当第１四半期連結会計期間末の主な不動産賃貸物件は４カ所であります。

　当第１四半期連結累計期間の当セグメント売上高は31百万円（前年同四半期比17.6％減）、営業利益は10百万円

（同33.1％減）となりました。
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＜財政状態＞

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は27,931百万円となり、前連結会計年度末に比べ783百万円増加

いたしました。これは主に、たな卸資産1,561百万円の増加が、現金及び預金1,097百万円の減少を上回ったことに

よるものであります。

　負債合計は8,938百万円となり、前連結会計年度末に比べ708百万円増加いたしました。これは主に、短期借入金

1,100百万円の増加が、未払法人税等277百万円の減少、及び長期借入金150百万円の減少を上回ったことよるもの

であります。

　純資産は18,993百万円となり、前連結会計年度末に比べ75百万円増加いたしました。これは主に、親会社株主に

帰属する四半期純利益211百万円の計上が、剰余金の配当164百万円を上回ったことによるものであります。

　この結果、自己資本比率は68.0％（前連結会計年度末は69.7％）となりました。

 

(2）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

(5）経営成績に重要な影響を与える要因

　　当第１四半期連結累計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）

（平成30年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年８月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,257,000 11,257,000

東京証券取引所

（市場第二部）

名古屋証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 11,257,000 11,257,000 － －

 

(2) 【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年４月１日～
平成30年６月30日

－ 11,257,000 － 1,803,780 － 1,909,872

 

(5) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　300,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,953,800 109,538 －

単元未満株式 普通株式　　　2,700 － －

発行済株式総数 11,257,000 － －

総株主の議決権 － 109,538 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が300株含まれております。また、

「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数３個が含まれております。

②【自己株式等】

平成30年６月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社コメ兵
名古屋市中区大須

3-38-5
300,500 － 300,500 2.66

計 － 300,500 － 300,500 2.66

（注） 当第１四半期会計期間末日現在の実質所有状況を確認できており、自己名義所有株式数は300,532株であります。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人東海会計社による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,914,175 2,816,953

売掛金 1,786,232 1,714,611

たな卸資産 10,884,946 12,446,944

その他 1,583,866 1,677,639

流動資産合計 18,169,220 18,656,149

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,276,541 3,231,725

土地 1,608,267 1,608,267

その他（純額） 650,726 655,670

有形固定資産合計 5,535,534 5,495,663

無形固定資産 477,403 471,289

投資その他の資産 2,965,516 3,308,533

固定資産合計 8,978,454 9,275,485

資産合計 27,147,675 27,931,634

負債の部   

流動負債   

買掛金 586,243 741,791

短期借入金 2,200,000 3,300,000

1年内返済予定の長期借入金 557,252 537,523

未払法人税等 442,125 164,470

賞与引当金 476,619 593,246

商品保証引当金 18,099 17,594

ポイント引当金 108,796 113,037

その他 974,238 810,510

流動負債合計 5,363,375 6,278,175

固定負債   

長期借入金 2,349,159 2,199,156

役員退職慰労引当金 30,207 30,207

商品保証引当金 1,847 1,645

ポイント引当金 40,020 37,961

退職給付に係る負債 130,268 77,482

資産除去債務 298,611 296,901

その他 16,109 16,918

固定負債合計 2,866,222 2,660,273

負債合計 8,229,598 8,938,449

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,803,780 1,803,780

資本剰余金 1,909,872 1,909,872

利益剰余金 15,286,569 15,353,204

自己株式 △80,270 △80,330

株主資本合計 18,919,950 18,986,526

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 19,454 18,781

為替換算調整勘定 △21,327 △12,122

その他の包括利益累計額合計 △1,873 6,659

純資産合計 18,918,077 18,993,185

負債純資産合計 27,147,675 27,931,634
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 9,849,716 11,271,841

売上原価 6,909,262 8,047,576

売上総利益 2,940,453 3,224,265

販売費及び一般管理費 2,767,021 2,894,296

営業利益 173,432 329,968

営業外収益   

受取利息 377 390

受取配当金 10,936 898

為替差益 1,531 5,505

受取手数料 1,297 344

その他 698 803

営業外収益合計 14,841 7,943

営業外費用   

支払利息 3,111 4,014

持分法による投資損失 － 7,666

その他 66 168

営業外費用合計 3,178 11,849

経常利益 185,095 326,063

特別利益   

固定資産売却益 41 423

受取保険金 12,468 －

受取補償金 28,812 －

特別利益合計 41,322 423

特別損失   

固定資産除却損 21,398 3,372

減損損失 5,175 －

特別損失合計 26,574 3,372

税金等調整前四半期純利益 199,843 323,114

法人税等 99,561 112,027

四半期純利益 100,281 211,086

親会社株主に帰属する四半期純利益 100,281 211,086
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

四半期純利益 100,281 211,086

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2,133 △672

為替換算調整勘定 △802 12,801

持分法適用会社に対する持分相当額 － △3,596

その他の包括利益合計 1,331 8,532

四半期包括利益 101,613 219,619

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 101,613 219,619
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額は、次の

とおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

減価償却費 　125,430千円 　121,896千円

　のれんの償却額 － 7,139

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日　至 平成29年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月27日

定時株主総会
普通株式 164,349 15.00  平成29年３月31日 平成29年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日　至 平成30年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月27日

定時株主総会
普通株式 164,347 15.00  平成30年３月31日 平成30年６月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
ブランド・
ファッション

事業

タイヤ・
ホイール
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 8,827,227 997,675 9,824,903 24,812 9,849,716 － 9,849,716

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － 13,656 13,656 △13,656 －

計 8,827,227 997,675 9,824,903 38,469 9,863,372 △13,656 9,849,716

セグメント利益 157,215 1,073 158,288 15,143 173,432 － 173,432

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、当社が行っている不動

産賃貸事業であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
ブランド・
ファッション

事業

タイヤ・
ホイール
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 10,374,537 879,258 11,253,795 18,046 11,271,841 － 11,271,841

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － 13,656 13,656 △13,656 －

計 10,374,537 879,258 11,253,795 31,702 11,285,497 △13,656 11,271,841

セグメント利益又は

損失（△）
343,195 △23,358 319,837 10,131 329,968 － 329,968

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、当社が行っている不動

産賃貸事業であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要な変動及び重要な負ののれん発生益の認

識はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

  
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日

至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

１株当たり四半期純利益  9円15銭 19円27銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益 （千円） 100,281 211,086

普通株主に帰属しない金額 （千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益
（千円） 100,281 211,086

普通株式の期中平均株式数 （株） 10,956,590 10,956,486

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社コメ兵(E03416)

四半期報告書

15/17



第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年８月13日

株式会社コメ兵

取締役会　御中

 

監査法人東海会計社

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 棚橋　泰夫　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 安島　進市郎　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コメ兵
の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平成30
年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸
表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コメ兵及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財政状態及
び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な
点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
 

注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書

提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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